
燃料電池(FC)の放電特性とパワコンとして使用可能な回生型
直流電子負荷
Ene-phant®シリーズ：NT-AD-50KO-Lは、系統連系規定に準拠した継電器や単独運転検出機能を内蔵しており（しき
い値の変更も可能）、回生電力量も、定電力負荷モード設定時に回生効率を測定することで、設定した負荷電力から計算できます。これに
より、パワコンのように任意の電力で回生が可能です。そのため、別途評価用のパワコンを準備することなく、任意の実負荷を用いた連続
評価と、電子負荷機能を使った放電特性（I-Vカーブ）の取得を1台で行うことができます。

テストイメージ

　

特長

回生電力ノイズCISPRのClassA及び系統連系規定に準拠しており、PCSとして使用可能

最大1500V。燃料電池評価に最適な０V駆動にも対応し高電圧と０V駆動を両立

最大250kWの容量拡張。並列運転させることで250kW以上の容量にも対応可能

https://www.keisoku.co.jp/pw/app/432/
https://www.keisoku.co.jp/pw/app/432/
https://www.keisoku.co.jp/pw/product/load/regen-load/regen-dcload-50-2/


関連製品

回生型直流電子負荷「Ene-phant®シリーズ」
350V/750V/1,500Vの3種類の電圧に対応した大容量50kWの直流入力の回生型電子負荷です。並列接続により最大5台
まで負荷拡張が可能です。

さらに詳しく

https://www.keisoku.co.jp/pw/product/load/regen-load/regen-dcload-50-2/

